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「英語の音」
NEWSLEtTER FOR OUR STUDENTS....

2021年6月から8月の休講日は以下の通りです。 
【6月】29日(火) 
【7月】22日(木)、31日(土) 
【8月】9日(月)、14日(土)、31日(火) 
金曜日・日曜日は定休となります。休講日にいただいた
ご連絡へのお返事は翌営業日以降にさせていただく場合
がございますのでご了承くださいませ。

School information!
感染症対策

　新型コロナウイルス感染拡大防止のため、生徒さま、保護者
さまを含め皆さまにマスクの着用をお願いしております。ま
た、受付には手指消毒用のアルコールをご用意しております。 
　当スクールはいばらきアマビエちゃんに登録しており、受付
やエントランス、掲示板にQRコードを掲示中ですのでぜひご
利用ください。安全な環境作りのためご理解、ご協力をよろし
くお願いいたします。

　フォニックス、フォニックス、フォニックス...今やどこの英会話ス
クールでもフォニックスを教えていることを宣伝するようになりまし
た。ですが、そんなのただそれっぽく聞こえるだけの言葉では？本
当に真剣にフォニックスを指導しているのでしょうか？もしくはた
だのリップサービス？ 

　フォニックスは英語ネイティブの子どもたちが読み方を学ぶため
の手段として、前世紀に発達しました。 

　最初から読み方が分からない子どもは少なくありません。問題な
く読んでいるように見える他の子どもたちの多くもどこかでつまずい
て行き詰まり、急についていけなくなってしまいます。フォニックス
は彼らを救い、「読む」問題を解決するためのものなのです。 

　英語を読むのが難しい原因の一つが、アルファベットの名前と、そ
の文字が示す音が必ずしも合致しない点です。たとえば"E"はその名
前の通りに発音されること(easyやseedなど)もありますが、そうで
はないこと(endやenergyなど)の方が多いです。しかも皆さんご存知
のように、中には全く理屈に合わないようなスペルの単語も存在し
ます。 

　本当に複雑ですよね...。このややこしさのせいで子どもたちは英語
を読んだり、正しいスペルで書くことを非常に難しく感じてしまう
のです。その結果、子どもたちは読める「ふり」をするのがどんど
ん上手になっていきます。彼らは先生や周囲の大人が発した言葉を聞
いたまま暗記し、それをおうむ返しにします。単語全体の見た目で
なんとなく読み方を覚えているだけで、単語を成り立たせているそれ
ぞれの文字の音を理解できているわけではありません。最初の一文
字目の読み方だけ習得し、あとは文脈からどの言葉が書かれている
かうまく見当をつけるのです。 

　しかし単語の文字数が増え、文章が長くなるにつれ、いつかその
賢い作戦は通用しなくなります。順調に英語を読んでいるように見え
ていた子が、突然読めなくなってしまうのです。 

　フォニックスは英語を読む上で欠けている道しるべです。教わらな
くても直感的に読み方を身に付けることができる子もいますが、ほ
とんどの子どもたちは明確なシステムを実際に知ることでかなり大き
な恩恵を授かり、より早く、そして苦痛なく単語や文章を読めるよ
うになるのです。 

　読み方を曖昧にしか理解していない子どもたちにとってフォニッ
クスはまさに天の恵みですし、実際のところ、読めない子の方が多
数派です。 

　しかし、フォニックスはもともと英語のネイティブスピーカーを対
象にしており、英語を話したことのない子どもたちのためのもので
はありません。フォニックスのシステムは、すでに子どもたちが英語
の音に完全に馴染んでいることを前提にしています。 

　これこそ日本が直面するジレンマです。理想を言えば、フォニック
スを本格的に指導するより前の時点で子どもたちには英語の音を習
得してもらいたいと思います。そしてその時期は早ければ早いほど良
いのです。 

　これまでに何度も証明されていることですが、学習開始時期が早
いほど人は他言語を上手に使えるように、そしてより自然に話せる
ようになります。 

　語学学習は本当に、できるだけ早く始めるべきです！実は、新生
児は自分の国の言葉で泣くことが実証されています。まだお母さんの
お腹の中にいる時に母国語特有のイントネーションを聞き、同じ型
を使って泣いているのだそうです。 

　成長するにつれ子どもたちは情報を貪欲に脳に取り込むだけでな
く、生きる上で不要だと判断されたデータをふるい落とすことも学
んでいきます。言語の面で言えば、残念なことに子どもたちは徐々に
母国語の音だけを拾うようになっていきます。そして、母国語にない
音は不要と見なされ聞き取れなくなっていくのです。 

　もしお子さまに英語を習得してほしいのなら、できるだけ小さい
頃から有意義に英語の音に触れさせる必要があります。英語を日常の
どこにでも存在する、ごくありふれたものにしてください。そうす
れば、英語は日々の生活に重要で、意味のあるものだと脳が判断す
るようになります。その結果、英語の音も重要だと見なされ、聞き
取ったり覚えておいたりできるようになるでしょう。 

　ここ日本において英語の環境を作るには、英語の動画や映画、
歌、本、ゲームなどありとあらゆるものを家庭環境に取り入れた上
で、お子さまだけでなくご家族全員が可能な限りその英語活動に参
加することが大切です。英語は楽しく、子どもたちにとって喜ばしい
経験や思い出と結びつかなくてはいけません。こうして英語の音は
子どもたちにとっても大切なものとなり、聞き分けや記憶ができる
ようになっていきます。 

　ENGLISH NOW!のPre-Kidsクラスではまさにこの点を重視してい
て、小さなお子さま方が楽しみながら本物の英語の音に触れられる
レッスンを展開しています。すると翌年Level 1に上がってより本格
的にフォニックスを学習する頃には、すっかりその音に馴染んでいる
のです。 

　どうかできるだけ早い段階からお子さまの生活に英語を取り入れ
てください。そしてもしお子さまのご年齢が達していれば、ぜひ
ENGLISH NOW!にお連れいただければと思います。彼らが最も効果
的に、そして自然な形で英語を習得できるよう、ご家庭での努力を
私たちが引き継いでいきます。 

　　サフェル・ジャック
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